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① 徴税人ザアカイ 

エリコの町にザアカイという人がいました。彼は人々からお金を集める仕事をしていました。ザ

アカイの住むユダヤ人の国はローマという国に支配されていて、ローマにお金を払わなければなり

ませんでした。しかもザアカイは、決まったお金よりたくさん集めて、その中からこっそり自分の

ものにしていました。だからザアカイは嫌われ者で、友だちはいませんでした。ある日のこと、イエ

ス様が町にいらっしゃいました。神様の愛を教え、不思議な奇跡を行っていたイエス様のうわさを、

ザアカイも聞いていました。ザアカイは、何とかしてイエス様を一目見ようと通りに出ます。でも

大勢の人が前にいるので、背の低いザアカイは、イエス様の姿を見ることができません。そこで先

回りして、木に登ってイエス様が通るのを待ちました。イエス様はたくさんの人に囲まれていたの

に、ザアカイの登っている木の下に来ると、立ち止まって上を見上げておっしゃいました。「ザアカ

イ、急いで降りてきなさい。今日は、ぜひあなたの家に泊まりたい」。ザアカイはびっくり仰天！ 

② この人もアブラハムの子なのだから（９節） 

イエス様はザアカイを愛しました。それは彼の中に価値を見いだしたからではなく、彼もアブラ

ハムの子であると見られたからです。つきあって何の役にも立たない、かえって損になるような人、

嫌な人、またどんな性格の人であっても、その中にアブラハムの子であるというものを見いだして

いく所にイエス様が来られた意味があります。本来はアブラハムの子であるから、素晴らしい信仰

生活をしていなければならないはずですが、そういうものを失ってしまっている人に、もう一度自

分がアブラハムの子である事を分からせるために、イエス様は来られました。人間は信頼するとい

うことが一番大切だと思います。人から信頼されると私たちはそれを裏切らないように心がけます。

信頼していくということは結局、勝利だと思いますが、同時に非常に恐ろしいことです。信頼を裏

切っていく者をなお信頼して行く所にイエス様が生きられた道、語られた教えがあります。人を本

当に立ち返らせていく力というものは、人の非を突く事ではなく、その人を信頼していくことです。 

③ イエス様の優しいまなざし 

みんなは、ザアカイのことを「罪深い男」なんて呼んで、誰も名前で呼びませんでした。でも、イ

エス様はその名前をきちんと呼んで下さり、しかもザアカイの家に泊まりたいとおっしゃたのです。

ザアカイは、驚きとうれしさで大急ぎで木を降りて、イエス様を家にお連れしたのでした。イエス

様のお話を聞いてザアカイは、これまで人々からお金をだまし取ってきたことを神様に謝りました。

そしてこれからは悪い事をしないだけではなくて、自分のお金を貧しい人にあげますと約束しまし

た。イエス様に会う前は、自分の事ばかり考えていたザアカイでした。でも、イエス様に出会って、

「誰かのために何かしたい」とすっかり心が変えられました。何があったのでしょう。イエス様に

「正しい生き方をしなさい！」と怒られたわけではありません。ザアカイは、イエス様が自分を大

事にして下さることがわかったのです。悪い事ばかりしていたザアカイにイエス様は優しい目を向

けて、名前を呼んで下さいました。その優しさがザアカイに伝わり、自分も誰かを大事にしたいと

思うようになりました。新しい生き方が始まったのです。イエス様は、私たちが新しい人になるこ

とを喜んで下さいます。イエス様の優しいまなざしが、あなたがた一人ひとりにも注がれています。 


